予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：地域振興対策費　　　
	事業名: ぎふ・富山交流バスツアー事業費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　商工労働部　観光課　まちづくり支援・移住定住係　電話番号：058-272-1111（内2437）
E-mail：c11334@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：500千円（前年度予算額：500千円）

	要求内容


	１　要求の内容


　東海北陸自動車道の全線開通（H20.7.5）を契機に、岐阜、富山の両県民がお互いの県をより知ってもらい、県民レベルでの交流を一層深めていくことを目的に、お互いの県の魅力を体験するバスツアーを実施する。

＜ツアー内容（予定）＞

　○実施時期　　平成２５年７月（２コース）

　○募集定員　　各４０名

○実施形態　　岐阜県民が富山県の行政施設、文化・景観・自然を体験できる施設を

訪問するツアーを実施。訪問施設は富山県の提案を受けて決定する。

※富山県は、富山県民が岐阜県を訪問するツアーを同様に実施。
	２　所要経費


　○ツアー実施経費

　　　　保険料   20千円

　　　　委託料　450千円

　○事務費

　旅費　　 25千円

　　　　消耗品費　5千円
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	要求額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	２月1日時点
査定額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　富山・岐阜交流の日にちなみ、両県の交流を目的とした観光バスツアーであり、両県民がお互いの県を体験することで理解を深め、より一層交流が盛んになることを目指します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	バスツアー参加者数
	－人
（H20）
	80人
（H21）
	80人
（H23）
	80人
（H24）
	80人
（H25）
	100％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
下記のとおり実施。各コースとも定員４０名。

　　平成２４年７月２０日　滑川・魚津埋没林コース

　　　　〃　　７月２６日　富山・越中八尾コース

【参考】富山県実施分（「岐阜の宝もの」を中心にコースを決定）
　　平成２４年７月１９日　ソフトピアジャパン・奥の細道むすびの地記念館コース

　　　　〃　　７月３１日　白川郷野外博物館・飛騨古川まつり会館コース



（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　参加者アンケートによれば、ツアー参加を大変満足・満足と答えた人の割合は８７％以上あり、隣県を理解するのに有意義な一日だったとの声もある。富山県を理解するのに役だったとの回答や、もう一度行ってみたいなどの声もあり、交流を促進する成果が得られている。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	お互いの県民が、それぞれの県を体験することで隣県への興味を抱き、交流促進に役立っている。募集定員８０名に対し、３９０件もの応募があり、県民からの人気が高い事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	お互いの県をそれぞれ行き来することで、隣県に対する興味を県民に抱かせ、相互理解が進むとともに、自身の県に対する誇り、理解を深める効果もあり有意義な事業となっている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

△

	富山県の中でも、本事業だからこそ行くことができる場所を訪問することで、新たな魅力を発見することができる。今後は、富山県民との交流の機会を設けるなど、隣県をより良く知る仕組みを検討することで向上の余地はある。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
体験バスツアーとしては、応募件数から見て高い人気を得ている事業だが、ツアー中の県民どうしの交流が少ないなどの課題もある。今後は、より交流に重点を置いたツアー実施が必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
募集定員に対し応募件数が約４．８倍と人気が高く、県民ニーズは高く継続すべき事業である。また、隣県への興味を抱かせ、交流を促進する効果も高く、より交流に重点を置いた事業実施に努めていくことで、事業目的を達成していく。



